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自然の輪

「自然」の柱（調和の輪）のサブ・ホイール。
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畏敬—中心—とは、自然界に対する神聖な態度のことです。自然を単なる資源としてではなく、神性の生きた表現として捉え、私たちが地球の一部であり、地球から切り離された存在ではないという実感を持つことです。

パーマカルチャー、庭園、そして樹木とは、土地を育むことです。食料の栽培、土壌との向き合い、植樹、フードフォレスト、アグロフォレストリー、自給自足生活などです。 これは、菜園から森林の樹冠に至るまで、地球とその植生との生きた関係を、実践的かつ手作業で育むことです。

自然との一体感とは、屋外で過ごす時間のことです。森、山、川、原生自然。これは、身体、心、そして魂の糧となる、自然界との直接的な体験です。

水とは、水とつながることです。川、湖、海、雨。水は、一つの要素であり、浄化者であり、神聖な物質です。これは自然の「液体」の次元であり、その優先性、流動性、そして力において、他の要素とは一線を画しています。

大地と土壌とは、自然の地質的、鉱物的、そして大地に根ざした側面です。素足で大地を歩くこと、コンポスト、土壌マイクロバイオーム、結晶や石、そして大地そのものとの関係。これこそが、すべての生命を支える強固な基盤です。

空気と空は、大気と天体の次元です。新鮮な空気、風、高度、日光、月光、星空観察、昼と夜のリズム、季節。これらは地球の息吹であり、宇宙の天蓋――上空と周囲のすべてです。

動物とシェルターは、動物とのつながりです。ペット、地元の保護施設、野生動物、種を超えた関係性の構築とケア。

生態系とレジリエンスは、システム的な次元です。生態系への意識、持続可能性、地域のレジリエンス、環境負荷の低減、全体としての健全性への貢献。





畏敬の念 — 中心

畏敬の念とは、自然界に適用された「在り」のフラクタルです。瞑想が意識そのものに注意を向けるのと同様に、畏敬の念は生きている地球に注意を向けます。それは畏敬と感謝、そして自然界が人間の生活の背景ではなく、その土台であり、源であり、最も深遠な教師であるという認識をもって行われます。

現代社会は、二つの歪んだ様式を通じて自然と関わっている。第一は搾取である。自然を原材料として、資源の宝庫として、採掘・加工・消費されるべき無機質な物質として扱う。これは産業的・物質主義的な関係であり、自然から内面性、神聖さ、主体性が剥奪された状態である。 二つ目は感傷主義である。自然を美的体験として、週末の逃避先として、インスタグラムの背景として捉える——賞賛はされるが、真にその中に入り込むことはなく、自然が私たちに挑戦したり変容させたりすることを決して許さない。畏敬の念は、これらどちらでもない。それは、地球が生きていること、私たちがその生命システムの中に組み込まれていること、そして私たちと地球との関係が搾取的なものではなく相互的なものであるという、単なる知的な認識ではなく、内臓的、身体的、そして精神的なレベルで感じ取られる認識である。 アンデス地域の伝統では、これを「Ayni（聖なる相互性）」と呼んでいる。つまり、地球から何かを受け取る際には必ず何かを還元しなければならないという認識であり、この交換は道徳的な義務ではなく、生命の世界が自らを維持するための法則であるということだ。

世界中の先住民族の伝統は、この理解において一致している。 アンデス伝統のパチャママ、ギリシャ人のガイア（これは、生命の世界が自らを組織化する宇宙的秩序として理解されており、ヴェーダ伝統における「Ṛta」や、ギリシャ・ローマ哲学における「Logos」と呼ばれるのと同じ原理であり、 宇宙に内在する調和的な知性）、オーストラリア先住民の聖なる大地、ヴェーダ ブミ・スクタ——これらは素朴なアニミズムではなく、システム科学が今や裏付けていることを高度に認識したものである。すなわち、地球は自己調整的な、相互につながった生きたシステムとして機能しており、その中ではどの部分も全体から独立して存在することはない。 この現実に対する意識の適切な反応こそが、畏敬の念である。それは絶対者の代わりに自然を崇拝することではなく、自然こそが絶対者の最も直接的かつ具体的な表現であり、顕現した神の体であるという認識である。

これらの柱は、実践的なものからシステム的なものへと向かう動きを描き出し、その核心には要素的な構造がある。『パーマカルチャー、ガーデンズ＆ツリーズ』は、あなたの足元の地面から始まる――土に手を入れ、成長と腐敗のサイクルに参加する、地球との最も直接的で実践的な関係である。「自然への没入」は、より広大な景観――森、山、川、そして野生の場所を身体で直接体験すること――へと広がっていく。 三つの根源的な柱が核心を成しています。水（液体の次元）、大地と土壌（固体の次元）、そして空気と空（大気と天体の次元）——これらが一体となって、人間が物理的な宇宙と関わる根源的な三要素を完成させます。「動物と住処」は種を超えた次元をもたらします。すなわち、私たちの絆が人間や植物の界を超えて広がっているという認識です。 「エコロジーとレジリエンス」は、システムレベルでこの輪を完結させます。全体を理解し、その健全性に貢献し、地域および地球規模でレジリエンスを構築することです。

自然の精神的な側面は、生態学的な側面から切り離すことはできません。生態学的危機は、その根源において、認識の危機、すなわち自然界を神聖なものとして見ることができていないことにあります。根底にある関係性が依然として搾取である限り、いかなる政策、技術、規制も地球を癒すことはできません。 畏敬の念こそが薬である。人間が森を生きとし生けるものとして、川を神聖なものとして、土壌を地球の体として真に認識したとき、搾取しようとする衝動は、道徳的な努力によってではなく、見方の転換によって解消される。自然の輪（Wheel of 自然）は、この転換を育むために存在する。搾取から参加へ、消費から共生（同時に）へ、分離から帰属へ。
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	畏敬の念（畏敬） — 中心：自然界に対する神聖な姿勢

	パーマカルチャー、庭園、樹木 — 大地と向き合う：食料の栽培、土壌との向き合い、植樹
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	水 — 生命の源：川、湖、海、きれいな水、流域

	大地と土壌 — 基礎：土壌を生き物として捉える、大地とのつながり、堆肥作り

	空気と空 — 雰囲気と息吹：新鮮な空気、風、星明かり、存在感

	動物と住処 — 種間関係：共生、野生生物、生息地の造成

	生態系とレジリエンス — システム的視点：万物のつながりとレジリエンスの構築







関連項目


	調和の輪

	Ṛta

	物質の輪 — ここで、「調達と供給」は消費するものの物流を担当し、「自然」は栽培の実践と土地との生態学的関係を担っています
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